服務事故再発防止研修処分取消等請求裁判・判決言い渡し　傍聴者の声

【2007・7・19】

棄却されたが、これからの裁判に使えるところも沢山！
＊「はじめは一寸わかりにくかった。まず、冒頭、請求棄却→敗訴という理解での無念と怒りから始まった。判決内容を聞き出すと『懲戒処分について違憲・違法性を主張せず、その有効性について争っていない』から・・『各研修の発令が違法となる余地はなく・・・』とされているところでウーンとなってしまった。記者会見の弁護団の説明で、後の裁判につなぎうる内容を持っている事は理解できた。報告集会で金弁護士の説明を聞いて、判決文の中に生かせる部分、再発防止の歯止めなど、勝てる論理構成を持っていることがわかってきた。展望が開ける内容を持っている裁判であることに確信を持とうと思った。」　　（小島昌夫　元都高教教文部長）
＊「都の教育委員会の暴走に歯止めをかける『勝訴』が欲しかったのが、表面『敗訴』はとても残念。東京都は障害児にさえ、『日の丸』に正対して証書授与は壇上でなければダメだとか、ストレチャーに乗った状態の生徒にも、『日の丸』に正対にして校長から壇をはさんで受け取れと言うのです。そこまでするのは、上からの命令には従えという、東京都の強い意思の表れです。これを止めなかったら、教育は毀（こわ）れます。今でも生徒の自由な意見は潰されることが多くなっています。これでは、生徒が未来に希望を持ちにくくなるばかりです。私は原告の一人です。しかし『風の中の灯』を消していけないという思いで、この裁判を戦ってきました。『日の丸・君が代』の強制が違憲だとの結論を勝ち取りたいと思います。それまでは、裁判のたたかいを止めることは出来ません。」　　（Ｗ・Ｏ　現役教員原告）
＊「思想・信条の自由を侵すような再発防止と研修そのものが、違憲・違法です。繰り返し無内容な研修が課され、学校行事にも支障が及んでいると聞く。嫌がらせとしか考えられない。裁判所は、研修の内容、本人の苦痛をしっかり見て判断して欲しい。」　（関口暁子　元都立高教員）
＜ヒゲメモ＞

三年間の審理を経て出された判決は、残念ながら請求棄却。されど…原告らが不起立等に至った思想及び良心の自由の範囲に、国旗国歌に対する歴史観、世界観及びこれに由来する社会生活上の信念に加えて、教員としての教育観及び職業上の信念も含まれ、それが保障の対象となることは明らかであるという、予防訴訟東京地裁判決（難波判決）より一歩踏み込んだ判断を示しました。また、その他にも判決文の随所に、本年２月のピアノ裁判最高裁第三小法廷判決にとらわれず独自の判断の視点を示しています。今回の裁判では、「10・23通達」にもとづく懲戒処分の違憲違法性については争点外とした（後続の東京「君が代」裁判で争うという方針によった）ため、それについての判断は示しませんでした。しかし同じ裁判長のもとで審理をすすめている「東京『君が代』裁判」（2004年処分取消を求めた訴訟）は、まさにこの点が最大の争点となっています。私たち被処分者の会ならびに東京「君が代」裁判原告団は、同じ法廷で勝訴判決を勝ち取り、都教委に「10・23通達」の撤回を迫っていきたいと考えています。
今後とも、皆さんの大きなご支援をお願いいたします。
（請求人15名・代理人25名　傍聴抽選者152名　心から感謝。　被処分者の会　星野）

